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　　　　　　　　1，緒　　　言

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
　養蚕副産物の飼料的利用に関して，かつて筆者の一人

が報告してみる通り，蚕糞はその肥料的成分よりも飼料

的成分に富むといわれ，飼料価値に関する研究例として

は，育くから片寄氏2），高橋氏3），末永氏’1），中原氏5），

等多数報ぜられてるる。之等は試験動物として，緬羊を

対象とした例が多く，体重増加，産毛量，繁殖下等の見

地より良結果を得てみる。金井氏6）は蚕糞15～2G％添

加養鶏飼料で良好な結果を得うその飼料価値は大豆粕の

約2分の1と報じてみる。最近野並氏7）は蚕糞による育

雛試験の結果，蚕糞添加は発死率が高く嗜好性も劣ると

発表し，斎藤氏等3）は蚕糞のVitamin　A及びcaro－

tenoldsの関係に就き，産卵試験を行ひ，蛮糞5％添加

にてはう卵黄中のXanthophyli及びβ一caroteneの蟻

加が最も良いが，IC％以上となるとおそらく尿酸のため

に下痢を起して，非常に不経済であると報じてみる・之

等の報告はすべて蚕糞原物についての試験結果である・

　微生物の繁殖による飼料価値の増進に関しては，麹菌

ではり坂ロラ岡崎，森本氏（1951），酵母では井iコ，勝

木氏（1951），等の研究があり，前者は産卵試験でcont－

rolの麩25％を麹飼料で置換して若干の爆撃を見・後者

はその飼料価値は，T。　D．　N．として大体麩程度でいつれ

も良結果を得てみる。牛越氏のはRhiZOPUS菌を培養せ

し酬移飼料が，粗蛋白含量が少ないにも拘らず，鶏，豚

に対して動物蛋白（魚粉）の半煮と直1貸し体工増加に差

がない事を報じてみる。平等の飼料価値は，酵母，歓に依

り生産された蛋白質り抗生物質，ビタミン類ゆU）勤恥

等に依るものと考えられる。筆者等は蚕糞の形状を生か

しラ且つ嗜好性を改欽した養鶏飼料化を目的とし，葉緑

素舳出粕蚕糞（距慧exan，　n一一ButhanO1により葉緑素の

抽出を行った抽出粕，以後蚕糞原物と略す）に麹菌

AsperglllUs　oryzaeを1郊重して製造された蚕糞麹のll・d料

価値を知るために，玉フξ原物と蚕糞麹に就いて，自門に

対する蛋白質の生物学的価値及び鶏雛のノ邑育効果の比較

護験を行ったので報告する。

IL　実験方法及び結果

1．　麹箇斜の製瀧について

　徹の生長又は増殖は環境の影響を受けて変化し，水

分，温度，朱門等は生長に必要な正規条件であり1秘又

麹菌を口形物に生やした場合と，圏内通気培養した場合

とに於て，菌野土，Autolysisの度合，酵素等は大体同

じ傾向にある！5）16）といわれてみる。蚕糞中の成分組成概

数は翁忌衣二7）に示す通りであり，徽の繁殖には大体必要

な成分を有してみる。筆者等は蚕糞粒原形の儘麹菌を接

種して製下した。

　　　　第1表　蚕糞の一般化学僧階概数，％

難重1脂坊欝揚

　　　　　　
　16．0　　2．2』56，0

鍵±塑腿塞腿⊥璽
　i4．o　1，　i　i．o　I　i．21　2．s　IP・2’7v．g　Pi8Err．；2

　1）種　麹

　麺麹応用法による13）。即ちペト門門に入れ加水殺菌し

た扁平小方形の轡型野冊上に再三扁平培養を反復して純

粋にしたAspergillus　oryzaeの寒天斜面培養から，常法

に従ひ該胞子を接種する。これを370Cに3～4ぼ保ち，

二二の全面が微叢をもつて覆われたなら，乾燥南中50℃

以下にて充分陰燥し，砕き，これを種麹とした。

　2）製　麹

　蚕糞lkgに対して100～1509の蹟粉を混じ，全体が

よく灘める程度に水を加え（500～6009）ラ3～如寺聞蒸

熟殺菌する。之を放冷し，40℃位迄冷えた頃種麹

lN2919）を赦着し，よく混合し大型シャーレに盛り，蓋

をして定温器に入れ37℃に保つ。約20時問後菌糸の発

育を認める頃よく混和し，尚定温器中に35。C前後に保

つ。3「三階菌糸大に延び塊となってく’る。少しく芽胞

子の着生を見る頃出麹とする。之を直ちに送風乾燥器巾

にて60℃以下で乾燥する。

　供試蚕糞原物及び蚕糞麹の一般化学組成は第2表の如

し。

　2．　蚕糞原物及び蚕糞二二轟質齢蕊物単麟価値鑑つい

　麹菌を九9させる過程に於いて，飼料中の養分の損失

は免れない。然るに醗酵飼料カミ粗蛋口｛，量が少ないにも

拘らず，その飼料価値が劣らない9）のは，菌の生産する

蛋白質に依り，蛋白の質的価値が向．丘するためではない

かと考えられる。蛋白質の栄養価は，その消化率とそれ
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第2表 供試蚕糞（抽出粕）の化学組成，％

泳分睡醸三眠糊旨肪i繍維職霧峰栖繊分
蚕
蚕

糞　原

糞

物
麹

16．23

14．92

15．35

15．96

11．40

13．69

O．77

1．00

14．83

15．20

35．25

35．03

7．96

14．55

17．57

17．89

を構成するアミノ酸の種類によって支配される事は，周

知のところである。筆者等は，蚕糞を麹化する事によ

り，蛋白の栄養価が向上するや否やを検討するために，

白鼠を用ひて蛋白質の生物学的価値を求めた。Thomas

は，可消化蛋白質中動物に蓄積された量と，吸収した量

との比率を求め，之を蛋白質の生物学的価値としたが，

後にMitche1120）は一部を改変して次式に依り求めてみ

る。

蛋白質の生物学的価値（％）＝：

〔摂取N量一（糞中N量一代謝糞N）〕｛尿中N一内尿生N量〕

　　　　摂取N量一《糞中N量一代謝糞N）

×　IOO

代謝糞N（MetabOlic　faecal　nitrogen．以後M．£N．

と略す）とは，蛋白質を給与しなくとも糞中に排泄され

る窒素で，摂取蛋白とは無関係で，大部分が摂取飼料の

固形物に比例するものである：’i）。内生尿N（Eendoge一一

　　第1図　　蛋

　　蚕　糞　粉
　　　　i
約5倍量：の蒸溜水にて

振撮1時聞，3回操返す

　　　　陣心鎌

白　質　の　調　製　法

　1
抽出液

一緒にして稀塩酸でPH　5附近にし

酷酸で4．2に調節

　沈澱を遠心分離

一∫癩翻郵

　　上清液

　　　　　　1
　　　　　残澄

　0．3％NaOH溶液にて抽出

操作は水と同じ
　　　　　　　　　　　　．．一」．脚鱗…一＿．

　　　ド　　　　　　　　　　　t
アルカリ抽出液　　　　　　　　残流
　　　1
　　　　　　　　0．3％NaOH－60％アルコールにて650C

　　　　　　　　に於て時々振蝿しつ》袖出三回行ふ
　　　　　　　　　　　　　　1迦分離

　　　　　　　　　1　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残渣熱アルカリ性アルコール再出液
　　　　　　1
稀塩酸でPH4附近迄にし
酷酸にてPH3・6に調節，沈

澱を遠心分離し乾燥

供試蛋白劃一

上清液
　1

　　　　　　　1
共に40～45。Cにて減圧濃縮

40。C送風乾燥1供試蛋白質

よく混合し褐色彪曇にノ＼れ

冷蔵庫に保存
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nous　urinary　nitrogen以後EU・N・と略す）は蛋白

質を摂取しなくても，尿中に生理的に排泄されるもの

で，主として体重に比例するものである。筆者等も此の

方法が最も適切と考え，Mitchellの方法を用いて実験し

た。

　供試飼料即ち蚕糞原物，蚕糞麹につき白鼠を用ひて給

餌試験を行った結果，動物の嗜好性，飼料配合の調整等

の点で，そのま㌧給餌するのは困難なる為，飼料より豪

勇2図

白質を抽出調製して供試した。

　1）　蛋白質の調製

　試料を手廻粉砕機で細かく粉砕し，第1図に示す方法

で蛋白質を抽出調製した。此の方法を決定するに当り，

窒素抽出試験を行ったが，方法及び結果は，第2図及び

第3表の通りである。但し抽出率は各溶剤に於ける抽出

粕につき，窒素を測定し比較した。

蛋　白　：質　抽　出　試　験

試　料（全N2。3％）
　　　　　1

　　　　　　　　i
約5倍量の蒸溜水で振巌1時問、

の操作を三回行ふ。（遠心分離）

抽出残渣申の全N2．29％

　　　　　　i
約5倍量の0．3％NaOHで抽

出振轟，1時間の操作を三回

抽出残渣中の全N　1．42％

　　　　　i
O．3％　NaOH－600A；アルコール

600C　にて1時間時々振盛し

つy抽出，三回

抽出粕中の全N　O．54％

　　　　　　　　1
水抽出三回，遠心分離0．3％　NaOH

抽出三回遠心分離　　0．3％NaOH－

6G％アルコー・ル60。Cにて抽出三回

　抽出残溢中の全NO．29％

　　　　　　　1
0・3％NaoH抽出三圓，0．3％NaOH－

60％アルコール抽出三冠

　抽出残聴中の全N　O．32％

第3表　　各溶剤による蛋白質抽出率，　　％

1斎＿騰灘1抽出率
未　処　理　原　物

水

O．3％　NaOH

O．3％　iNaoH－60％アルコール

合計晦一
　　lO・3％NaO璽％、レ

lOO

99．4 O．4

61．7 38．3

23．5 76．5

12．6 87．4

　以上の結果より試料を水で振撮抽出，之を遠心分離，

，残溢を稀アルカリで振媒抽出り遠心分凋残瘡を熱アル

カリ性アルコールで，時々振撮しつy抽出する方法が，

他の方法より比較的良好にして，蛋白抽出率も87％を越

えるので此の方法を採用した。各溶剤によって抽出され

た抽出液をPH約4附近に調節して沈澱し来たる蛋白質

を，すべて遠心分離し，上清液は40～45。Cにて減圧濃

縮し，両者合せて400Cに送風乾燥し，褐色曝に入れ給

餌に供した。以上の方法によって調製した抽出物の蛋白

質含量は50％であった。

　2）動物試験

　i．　飼料及び給餌：方濫

　飼料の配合については，予め数種の配合飼料を調製し

て，実際に嗜好試験を行ひ，最も好んで摂る組成の飼料

を用いた。配合割合は第4表の如くである。エネルギー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：）o＞
源としては，澱粉，藤高，菜種油を使用した。Mitchell

によるとM・F・N・は，飼料中の繊糸窪含量によって変化

するといわれ，従来繊維源として，Cellfiour，　Ground

Cellopha鍛22），　Diophan：’3）7　Wood　flockL”i）等が用いら

れてみる。白鼠の窒素代謝試験の一例として，Forbes2’r））

等も2％のnon－nutritive　fiberを添加してみるが，繊

維源を含まない報告も多数ある。筆者等は東洋濾紙

（No．　2煮沸，乾燥，粉砕）及びアルカリ処理木材粉等

で予備試験した結果，食下量が低下し長続きせず，試験

第4表　飼料配合割合，　％

1（・一1）1（・一・）1（・二可1・一・）

供試蛋白質
カ　ゼ　　イ　ン

藤　　　　糖

澱　　　　粉

無　　機　　塩＊

脂　　　　肪

ビ　タ　　ミ　ンt“－i’

　o　l　le　1　lo
　lo　1　o　　［　e

　34　1　34　1　34

　50　1　50　1　50

　3　」　3　1　　3

1』滴1、一1滴il一｝商

　o
　o
　44

　50

　3

　3
i～2滴

備考　（4一一4）は高畠物lg巾0．183mgのNを含む
　　＊　Steenbock　の混・歪｝塩No．32

　　＊＊武i櫻薬のPanvitanの稀釈液
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困難の為繊維源を全く含まない飼料を調製した。1ロの

縮量は生糧の約押度とし之に約i5・・c・の水を加

へ，よく混合し10分聞蒸して三Ell回午前10時に給餌し

た。水はガラス製給水器に常備し自庄iに飲ませた。

　Ri．試験期間及び糞尿の採藪：

　9月21日より10月2日の12日閥試験し，その中23日よ

り29　FI迄を本試験とした。試験期問中の平均温度は2PC

内外で白厭に好条件であった。代謝籠は各々約7000cm3

の金鍋製のものを使用した。

　糞尿の採取は毎日給餌前に行ひ，尿は少量の硫酸を入

れた容器にて採取し直ちに分折に供し，糞は60。C送風

乾燥後，秤量し分折に供した。糞尿の限界判定の為の

markerは用いず，　1rs前の飼料による排泄物とみなし

た。

　量簸．供試動物

　囎
N　So

f

40

3e

po

鍾◎

o

，
ハ
”
呂
強

弓3図

塾
、鳳、

　生後一一ケ月ラ生体量50～60gの白鼠（’wgsSarc系一腹

のもの）を用いて，予備飼育として7狂1聞第4表磁一1）

の飼料を用いて飼育し，生体量の近いもののみを6匹選

び，A，　B，　Cの3区に分け，各区2匹づyとし，　A区を

蚕糞麹区，B区を蚕糞原物区，　C区を無蛋白飼料区とし

各々窒素平衡試験を行った。

　E▽。　白鼠9：於諺馨麗。鼠醤．及び鼠護」．餌．の淡竈

　生物学的価値を決定するにあたり，先づ試験動物の

麗・鼠鳳及び罵・U・飛・を決めなければならない。その

ために蛋白質を含まない飼料を用いて，窒素平衡試験を

行った。飼料配合割合は第4表（4－4）の通りで，給餌

量は玉口1匹当り89，試験期間は12日開とした。糞及

び尿中の窒素排澱状況は第3図　a，bに示す通りであ

る。

無蛋白飼料に於ける窒素排泄状況

a　糞中排泄窒素

1
2

「

曜
ご
C
＝

犠　　　　，o、

　ヴ　　　　　　0巳静、

N
撃

↑垂ら

置0

ら

λ　　　　郵　　　　6　　　　8　　　to　　　l2

　　　　　　　　　一→　8

o

、

、

、

0
覧

b　尿中緋泄窒素

㍉
o

．
儀

No．’A．

ひ一一・つ　c－l

N　C－2
　　　　｛

幽・●P）一一一

sif

，
角

戸
’

l　　　G　　　6　　　S　IO　t2

　　　　　　　　　s臼

　第3図に示された通りはじめの三群々は試験前の飼料

の影響があるものと考え，又後期21ur，i［／rは飼料の摂食下

が低下したため，此の期閥を切り捨て中7目閥を本試験

としその平均値を採用した。尚第4表備考に証した通り

無蛋白飼料中には固形物ig当り0．1803mgのNが含

有されてみるが，之は動物に消化吸収されないものとし

て，排中Nより摂取Nを差引いて求めた。以⊥の結果

より白鼠の摂取固形物1009当りの簸．鼠黄．並びに体

重100g当りのE・　U・　N・を求めると第5表の通りであ

る。

98

　V・蚕糞原物及び蚕糞麹蛋白質の置物単層価値

　2・i）で調製した蚕糞原物及び蚕糞麹の蛋白質を用ひ，

両区割蛋白質含量として10％となる如く配合し，lB1

匹当り89を給餌した。飼料の配合割合は第4表（4－2）

（4－3）の通りである。試験期閥はSrrlutsL’6）によれば

予備期15鵬試験期7日，鈴木氏晒り田先氏等28）は夫

々重0鶴　5111としてみるが，筆者等は食下量の関係から

璽2日閥試験し7前期3目ラ後期21ヨを切り捨て，中7蔭

を本試験とした。実験の結果は第6表の通りであ1ハ試

験中の糞及び尿中Nの排灘状況は第4図に示す通りで
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第5表 白鼠におけるM．F．　N．及びE。　U．　N．

量野生

σ
b

）
）
値

♂
♀
（
（
　
　
均

－
リ
ム一
【C
C
李

62．5

58．2

播腸票i摂曜叉1糞欝1珪M賦野惣1009慰IE書1講

（1日当）gi（茎日当）mg：（珀当）mgi　mg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M．　F．　N．　mg

5．729

533

1．e33

0．963

10．429

9．6e4

9．369

8．641
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第6表 白鼠に於ける蚕糞蛋白質の生物学的価値

動物No． 劉立塩灘li∵
倣中排潤

（1｝ヨ当）

1　mg

E．　u．N．1

　　　ミ　　　｛（1哨）

　mg　i　m9

肇屡生
積蓄
量
味
N

鉦牧吸
量
昧
N

（取当）

mg

蚕糞原物区

蚕・糞麹区

匿＝1緯1隠1：1

A一一1　（｛P．）

A－2　（9）

7．s6s　1　lo4．14・61　s7．146

6．786　i　94．746i　52．243

68．5

70．2

1　｝2・3591　2s．3so／

　ll．074：　1　fl15．874　1

；：誘罵：畿羅｝

1：癖難

的価値

37．7s4i　1　62．3

　　　　59．8
31・7571廟牙薦

ll：翻1：lll障：1捻1；1：1糠：ll；

　　　　　　　　　　　1

5
◎
」
4
q
J

智
ノ
7
i2トま句74．2

ある。

N！目配

Ti，O

goo

S
’
g

鴛
　o

第4図

α糞一

三傷添加飼料に於ける窒素排泄状況

2
9
℃
一

囎
曜
　
の
B
A
B
ts　A－1

2468　／0　／2
　　　　　　　　一→日

N　”nz2

T　30

20

0一

b尿中N

≠
A

　
＼

O
、
　
／　
　
6

五
、

　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
’

　
／
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
A
v
u

　
　
、
　
　
丞

（
＼
　
ひ

　
　
　
　
　
　
－
ρ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
鰍
5

　達γ○一→B－2

　　　Xs　B一）

五＼、＿ヶA－2
　　’4
　　　h　A－1

　以上の結果より夫々の生物学的価値を求めると　その

平均値は蚕糞原物61．5，蚕糞麹74・2となった。試験期

間中の動物の体重変化は，原物区（B－1），（B－2）夫

々1LO9，13．69の体璽増加に対して，麹区（A－1）り

（A一一一2）は夫々19．69，20．29であった。之を図示する

と第5図の通りである。

　3）　飼料の正味蛋白質価

　以上の成績で一応蛋白質の生物価は決定したのである

が，Mitchelf20）は飼料蛋白質の真の価値を正味蛋白質価

（Net　protein　value　N・P・V・と略す）として

N臨鎖盤麩糀雄麺纏で示した滋にいふ

0

　　　246g　／o　f2
　　　　　　　　　　　　一一一→日

消化率とは踊・毘賊を考慮に入れたものであり，消化

率遡N《DやM鼻眠）・1・・で表わされる・
即ちN・鼠V・は飼料蛋白質申動物に畜積利用された割

合を示すものである。本実験により求めた消化率，生物

学的価値より回船V・を計算して示したものが第7表

である。

　　　　第7表蚕糞のN．P．　V・ラ　％

　　　コ締繋…生半弁論・▽堰翻鷺》

蚕糞原物

蚕糞麹

57．3　i

　　l
ss．1　1
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74．2
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iJr．3　　1　s．3
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15．9　1　6．6
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　3．蚕糞手飼讐

の初生雛発欝に対

する効果について

　前誕の方法で製

造された蚕糞麹

の，初生雛に対す

る発育効果につい

て，蚕糞原物との

比較試験を行っ

た。麹菌Asperg－

illUS　oryzaeの紫

外線照射菌糸は，

鶏雛の発育を促進
　　　　　コのヨの
し産卵率を増す

といわれ，又抗虐

政病性31）について

も報告されてる

る。之は麹菌が

e「g・sterinを生成

し13）32）33）紫外線処

≦肇；5餐ζ1　試験動学勿の体重変・fヒ

20
稽
峰
量
18

τ
循

蓄4

1？

lb

8

6

e

　　　　　／
　　　　i
　　　　lll　t，

　　　　t／　tlJ
　　　P’　．／’“

’za’

@1／i
oiti

，k@tlt／
撃狽煤I

　’iP，i；’

i／；，，f5’

／，i

F！

彦
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鱒A
A

ρ
b
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∠
ノ
ノ

　
　
．
メ
’

，
，
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’

8　一一S

B－2

4一　S67sa　le

　　　　　s　　g

理によってVitamin　D2を化成する3‘1）35）ためD2の効

果にもよるものと考へられる。筆者等は蚕糞原物及び蚕

糞麹について，ergosterinの呈色反応需）9了）を見た所，蚕

糞原物は反応を示さず，蚕糞麹は反応を示し，ergos－

terinの存在が認められたので，蚕糞麹のみについて，

EI．tN．Lu水銀燈により紫外線照射処理を行ひ，　V三tamin

D2を強化して供試した。

　1）　実験の赫料及び：方法

　量．　麹飼料の紫外線処理

　ergosterinに紫外線照射する場合，照射時間が長過ぎ

ると効果のない物質に変化する33）。小柳氏寺3。）はD2化

成に於て，HANAU水銀燈で距離30cm時閥30分で行っ

てみるが，筆者等は此の条件を決定するに当り，距離30

cmの所からランプをあて時間的にD2化成状況を調査

した。その結果は第8表の通りである。Vitamin　D2の

定量は，塩化アルミニューム，ピロガロールによる比

色法dO）によった。

　以上の結果から，筆者等は蚕糞麹を1cmの厚さに拡

げ，10分毎に擬i搾しつyHANAU水銀燈（260V・3A）に

て距離30cm時闘40分の紫外線処理を行ひ，之を手廻粉

砕機で粉砕し，供試した。蚕糞原物はそのまs粉砕供試

した。

　至量．試験雛

　土浦市霞浦鰐鳥場から入手した白レグ雄雛150羽を7

日以内に淘汰して，健全且成育中庸と思はれるもの1

00羽を選択し，25羽づs4区に分けて供試した。

　議．　試験餌料

　供試飼料の化学的組成は第9表に示す通りである。飼

料の配合にあたり，照射蚕糞麹の飼料効果を顕著に知る

ために魚粉添加区を対照区（D区）とし，あとの3区を無

魚粉区とした。魚粉の蛋白質は大豆粕で補正し，麩を蚕

糞原物及び照射蚕糞麹でおきかへ，無魚粉麩区（C区）。

無魚粉蚕糞原物区（B区），無魚粉蚕糞麹区（A区）の4

種類の飼料を準備した・各区の配合割合は第10表に示す

　　　　　　第9表供試飼料の組成，　％

飼料・紛儲騨喉難1粗雛繊分
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通りである。

　w．　饅養管理

　試験全期閥を通じ，育雛器内給温飼育を行ひ，温度は

玉～2週は95。～100。F，3週は90。F，4週以後は85。F前

後として各区の条件を同様にするやう細心の注意を払っ

た。給餌量は第10表に掲げた通りであるが，1日5回に

分けて与え，緑餌は細切し15％程度飼料に混じて与え，

清水を常備した。体重測定は5［晦とし，朝給餌前あ空

　　　　　　　　　　　　第11表　　　各　　区

　腹時に行った。

　　供試蚕糞麹のVitamin　D2の効果を調査するために4

　二二直射日光を遮断して飼育した。

　　v．試験期間

　　5月15日より6月191ヨの35Ei間行った。

　　3）実験結果

　　i出面成績

　　5日目毎に測定した雛の発育成績は第H表の通りで各

体　　重　　変　　畑

瀬区1項目i初翻・日帥噛i・棚i・蜘25剛3嘱13・聞認識撫§
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（109）　1　（112）　1

22　i　22　i

12・朗15・9
77．1　i　107．6

（gg）　1　dos）

22　i　22

工82．5　　　213．9　　　240．荏

139．2　」　170．6　1　197．1

（94）　1　（94）　i　（91）

22　’　22　：　22

360．0

重
薫
数
数

　
日
払

　
イ
照

晶
晶
隠
江

　
区
　
B

43．6　I

o

21

61．5

17．9

（l17）

21

90．4　i

56．8　li

　　　l
（139）　」

21　’ P

122．2i
・・．6　1

　　　　（101）1

201

147．2　174．8　・　202．3　ii　214．3

103．6　131．2　　1　158．7　　i　l70．7

（Iel）　〈89）　i　（87）　i　（19）

20　i　20　1，　20　1　19

413．7

C　区

体　重i43・4　62・豆　90・2i116・6

D　　区

点体：量i　O
対無ミξ，旨萎父　…　　一一

　　　　旨
羽　　数；　23

18．7　　　　46．8　　｛　　73．2

（122）　　　（1互2）　i　（95）

　　　　　　　ミ
23　　　22　i　22

135．4，　142．7　1　153．6　1　166

92．0　99．3　　i　110．2　　1　123．6

（90）　（67）　ii　（61）　1，　（56）

22　22　　　1　　21　　　i　　18

490．7

体計図2・157．883．4

i罫繍引船勢
120．0

77．5

（100）　i

22

　　　　　　　　　　　　259．4，　i145．O　　　　l90．3　1　224．1
16＞1，V　i4i］g　ligi16　iSi616　lr

（loo）1　（loo）［　（loo）1　（．loo）1

22　i　22　i　22　1　22　1

330．3

第6図　体　重　増　蜘　率
％

OO㌻増
佃
奪

　
ρ　
0
　
4

↑

300

200

ioo

Z｝．

　tt
　，勿

，d．．t

^te’t

　　　グ

，・

窒?／’

A　，7’

’

　　　　　　》旺
／・

　　　〆　ノ・麗
　　／／／
　　／／ノ

　〆／
，’w
／　　　　　　　£ご謹
ノ　　　　　　　　　　　　　　　ノ

ノ　　　　　ノγ〆

ズ

s　lo　tS　2e　；S’　30　3S“

　　　　　　　　　　　一　B

101

区の初体重に対する体重増加率を図示したものが，第6

図である。

　最終平均増体重についてみると，対照区と蚕糞麹）ζで

9％，蚕糞原物区とは21％，寸寸とは44％の差があっ

た。蚕糞麹区と原物区との間には，麹区に約15％の増加

を認めた。蚕糞原物区と麩区に於ては蚕糞原物区が約30

％の増加を示した。

　蕪　試験終了時の各区の軍均体重について

　分散分析及びt一検定を行った結果，危険率5％で次

の通りである。

a
b
C
d
e
ヂ
＾

魚粉晶晶無魚粉区（D：C）…有意差あり　D＞C

魚粉区対蚕糞原物区（D：B）…有意差あり　D＞B

魚粉区対蚕糞麹区（D：A）…：有意愚なし

無魚粉区対蚕糞原物区（C：B）…有意差ありB＞C

無魚粉区対蚕糞麹区（C：A）…有意差ありA＞C

蚕糞麹区対蚕糞原物区（A：B）…有意差ありA＞B
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　趨　骨中のP；Ca

　前述の如く直射口光を遮断し，照射エルゴステm一ル

を給与した結果，雛の骨中のP．及びCaの蓄積に影響

ありゃ否やにつき検討した。試験終了後各区毎に全部屠

殺し，大腿骨及び脛骨を採取し，生体量に対する骨の重

量，及び骨の生並に対するP．及びCa量を求めた。定

量法はCaは常法，　Pは比色法‘l！）によった。結果は第

12表の通りで，体重に対する骨重立は各区ほ貸同じ値で

あるが，　P：CaはA区（1：2．05），　B区（1：1・87），

C区（1：1．84），D区（1：2．02）であった。

第12表　骨中のP．Ca含量（大腿骨，脛骨）

c D

で本四ン胃・重最，i　100：2．2　　1三〇〇：2．2　　　iOO：2．2

P含量％　　　2．9

Ca含量％　　6．O

ii）：Ca　，　1：2．0．5

1　2．6　i　2．8

14，．8　5．｝

　1：1．87　，　1：1．84

1OOJ2．1

　3．4

　6．8

　1：2．02

HI考 察

　実験1について：先づ麹化については，原物の儘では

菌の繁殖が不良で，澱粉，麩ラ無機N等を添加して・

繁殖力を調べた結果，炭水化物を補ふ事により菌叢も厚

く蚕英をイ夏い，充分目的を果したので，澱粉を添加して

製記した。第2表についてみると，麹化する事により粗

蛋白含量に変化なく，純蛋白質はig％の増加を示した。

之は非蛋白態のNが徹により利用されたものと考えら

れる。

蛋白調製について：　筆者等の行った方法では，呼出率

は87％で約IC％のNが未抽出であるが，（原物につい

て行った結果である）之は各容剤に不溶性のNであり・

殆んどが非蛋白態Nと考えられるので，重視しなくと

もよいと思ふ、

　実験2について：　無蛋白飼料に繊維1原を入れなかっ

たのは前記の通りであるが，家兎の如く常時繊維含煮の

多い帰順動物では，消化吸収の条件をなるべく正常に近

くする為には，多量の繊維を含むやうにする必要がある

といわれており，Mitche11L’o）の報告等もあるのでラ此の

点に就いては検討を要する。試験期』」は12日越冒行ったが

10［闇頃より食下量急減し，1財1目には殆んど食下せ

ず，哀弱した為試験を打切つた。理排灘の状況は第3図

に示す通りで，試験動物2匹共4／鱈ヨから10日贈迄は大

体安田状態を示したので，此の脳病を本試験とした。E・

U。N。は生体量よりもむしろ体表面積に応じて増減する

ものといわれているが鋤，筆者等は生体呈100当りの

臥ひ風の算出には，本試験の生体量をそのまS使用

した。M，　F．　N。は無蛋白飼料中に含まれる1・083mgの

Nは消化吸収されないものとして，野中Nより之を差

引いて求めたが，斯く行っている研究例もあるので，f

老等も此の方法により求めた。以上の結果，摂取固形物

1009当りの】醸認．翼。163．2mg7体重100g当りの量一

IY。　N。6mgとなった。

　第6衣についてみると，夫々の生物学的価値の平均値

は，蚕糞原物6L5，蚕糞麹74．2で約2C％上廻り，第5図

に示す通り試験期』沖のにi鼠の体重増加も麹区の方が遙

かに多く，従って蚕糞原物蛋白質より麹蛋白質の方が，

蓄積利用率が高いといえる。弟4図のNの排1置状況を

見るとうA区，B区共ノ．中排誕Nはあまり差がないの

に較べ，尿中排泄NがB区の方が多い傾向を示してみ

る。之はA区に比してB区がNの蓄積利用が劣る事を

示してみる。第7表に示す通り，Mitchellの方法により‘

xr。　P．　V。を求めると，蚕糞原物35。2，蚕糞麹4｝・e・・とな

り麹の方が16％多くなる。更に両者の粗蛋白含量は殆ん

ど差がないので，結局飼料中のN．P．V．は蚕糞原物5．3

に対して蚕糞麹は6．6となり約25％上廻りラ両者の比較

では，麹化した事により蛋白が質的に良好になったとい

える。

　実験3について：　飼料についてみると試験華燭前賜

は，各区間共採食時聞に差はみられなかったが，三週目

頃より魚粉区が時下に比して最も速く麹区がそれにつ

ぎ，原物区が幾分劣り，麩区が最も悪く飼料を陣す様に

なった。この傾向は以後終了迄続いた。

　飼料採食量は1羽当り魚粉区716・59，蚕糞麹区710・59

蚕糞原物区705．8gラ麩区606・89であり，両蚕糞区に比

し麩区の方が悪かった。魚粉区と麩区では約1ε％の差が

あるが，之は筆者等が以前に行った実験4tl）と同じ傾向に

あった、

　嗜好性に就いては　初生顕で試験を行ったので供試品

を粉砕混合給与した為，両区間には前記の如く差は見ら

れなかった。予備的に一ケ月雛3羽につき，麹化した蚕

真及び原物をそれぞれIC％添加して試験した結果は・原

物の儘では殆んどはじき出したが麹化した方は全量食下

した。

　試験期間中の健劇ブミ態について見るとう全期問を通し

て大した変化はなく，筆者等の実験では蚕糞添加による

発死7）もなく，又下痢の症状S）も認められなかった。死

亡率（原因不明）はむしろ第ll表に示す通り麩区が最も

高かった。（麩区6羽，蚕糞原物区2羽死亡）之は恐ら

く試験終期に梅雨に入り而も直射日光を遮断して試験し

た事が原因していると思はれる。
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大原・中村　　蚕糞の飼料価値に同ずる研究

　体重麦化は第11表に示す通りで，試験前半は魚粉区に

比し，他区の成長の方がむしろ良好であったが，中期よ　　　1）

り魚粉区が最両となり，順位は魚槍区〉一気麹区〉蚕糞　　　2）

原物区〉工区で此の傾向は試験終了迄続いた。最終体重　　　　3）

では国払原物区より麹区が15％の増加を示し，麹化した　　　4）

蝋こより雛の生長に効果が恩められた。馬素と孟ノ、原物　　　5）

の醐に於ては，玄玄原物の方が良好な結果となった。試　　　6）

験成績の体■蓋について検定を行った結果，危険率5％

で蚕糞麹と魚粉区の間に有恵差なく，原物とは有た煮が

認められた。蚕賞原物と迭との間に訟訴差が認められた

のは，溶剤抽出の影響か，或は，三体通適に依つで蚕箕

1親ごA．P．　F．効果の因子があるのではないかとも考えら

れる。以上の如く蚕典は原物の佐では魚粉に比して遙か

に劣るが，麹化する亨に依り魚粉に近い朱養価になるの

で，その有効成分に類する因子が，麹化によって増強さ

れていると推定される。

　郁」1排【のVitamin　Dの必女一砿は　100日目it～200unit

とされてみるが軌年忌ぶも之を嘉すやうに誓．糞麹を添

加し，似射［1光を遮断してT」雛したのであるが，擁」12表

に示す如く，蒼区共体正に対するも五の比には煮が認め

られなかったが，P：Caの比苓は魚粉区及び麹区が，

蚕貧原物山高区に比して二大なる傾向を示した、

　　　　　　　IV．総　　　括

　玄糞に麹菌を接種し，ま糞麹を造り蚕糞原物との両者

について，蛋白質の生物学的価値及び育雛効果の比較試

験を行ったv

　i）　麹化する一J　．1：により純食し白髭は原物より19％の増加

を示した。，

　2）両者の抽出蛋比iについて白鼠を用ひて生物k的価

値を求めた。生物価は，玄武原物6i．5，張熱麹74．2とな

り，Mitcheliの方法により負」料中の正味蛋i業i価を求める　　　26）

と，夫々53，及び6。6となり，蚕糞麹純白が25％上廻　　　27）

り原物より．良好となった。　　　　　　　　　　　　　　　　28）

　3）紫外線照射処理を行．S，事により蚕箕麹IOO9中　　　29）

250γのD2を化成した。　　　　　　　　　　　　　　　　30）

　4）　育雛試験の結果り蚕糞麹が原物より15％，原物は　　　31）

麩より3C％の材重増加を示した。　　　　　　　　　　　32）

　5）気中のP：Caは蚕糞麹区1：2．05，蚕糞嘉島区　　　33）

1：L87，魚粉区112．Oi，越区1：1．84であった。　　　　34）

　最後に動物試験にあたられた学生宇留野耕治唱に謝意　　　35）

を表する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Seswtmary

　　Koji　preparations，　cultures　of　．gAbugpergillus’　oryzae　on　the　・chlorophyll－extract　residues　of

silkworm　feces，　x・vere　compared　of　their　nutritive　value　with　orig’inal　feces，　wheat　brans，　or　f－

ish　meals；

　　Resalts　gamed　are　as　follows：

　　The　content　of　true　proteins　iR　Koji－preparatioRs　increased　fer　19％　than　that　of　originals．

　　Biological　v41ues　of　extracted　proteins　measL｝red　by　Thomas－MitcheH　methord　were　74．2　in

the　formers　and　61．5　in　the　la・tters，　Ret　pro：ein　values　were　6．6　and　5．3．

　　VitamiR　Du　contents　amounted　to　250　7　perceRt　per　IOOg　substance　by　the　ultra－violet　ray

radiation　on　the　Koji　prepara・£lons．’

　　Growth　rates　of　ciitickeits　feC．1　these　preparations　were　statistically　．greater　than　thats　fed

original　feces　or　wheat　brans，　but　slightly　inferior　to　thats　fed　fish　meals．

　　Ca一　ratios　of　bones　showed　2．05，　1．87，　1．84，　a，nd　2．02　iR　the　chickens　fed　Koji　preparations，

origina｝　feces，　wheat　brans，　and　fish　meals　respectively．
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